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(57)【要約】
【課題】改良された電動家具駆動部及び家具にそれぞれ
の駆動部を有するアセンブリを提供する。
【解決手段】本発明の電動家具駆動部（１０）は、少な
くとも一つの電動家具ドライブ（３）と、無線電波通信
のための受信装置（８ａ）を有する少なくとも一つのド
ライブ制御装置（８）と、電動家具ドライブ（３）を操
作するための少なくとも一つの通信装置（４）と、を備
える。電動家具駆動部（１０）には、無線第一通信リン
クを（６）介して少なくとも一つの通信装置（４）と通
信するために、及び無線第二通信リンク（７）を介して
少なくとも一つの受信装置（８ａ）と通信するために配
置される少なくとも一つの通信適応装置（５）が設けら
れている。アセンブリ（１００）は、一つの家具（１）
と、電動家具駆動部（１０）と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動家具駆動部（１０）であって、
　少なくとも一つの電動家具ドライブ（３）と、
　無線電波通信のための受信装置（８ａ）を有する少なくとも一つのドライブ制御装置（
８）と、
　前記電動家具ドライブ（３）を操作するための少なくとも一つの通信装置（４）と、を
備え、
　少なくとも一つの通信適応装置（５）は、無線第一通信リンク（６）を介して前記少な
くとも一つの通信装置（４）と通信するために、及び無線第二通信リンク（７）を介して
前記少なくとも一つの受信装置（８ａ）と通信するために配置されることを特徴とする、
電動家具駆動部（１０）。
【請求項２】
　前記無線第一通信リンク（６）は、異なる周波数、変調方式、コマンドセット及び／又
は通信プロトコールの形態で、前記無線第二通信リンク（７）と異なるように配置される
ことを特徴とする、請求項１に記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項３】
　前記無線第一通信リンク（６）は、ブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ及び／又は無線ＬＡ
Ｎ通信リンクとして配置され、前記無線第二通信リンク（７）は、前記電動家具ドライブ
（３）を制御するための標準的な無線通信リンクであることを特徴とする、請求項２に記
載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項４】
　前記無線第一通信リンク（６）及び無線第二通信リンク（７）は、双方向の無線通信リ
ンクであることを特徴とする、請求項１～３の何れかに記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項５】
　　電動家具駆動部（１０）であって、
　少なくとも一つの電動家具ドライブ（３）と、
　赤外線通信のための受信装置（８ａ）を有する少なくとも一つのドライブ制御装置（８
）と、
　前記電動家具ドライブ（３）を操作するための少なくとも一つの通信装置（４）と、を
備え、
　少なくとも一つの通信適応装置（５）は、無線第一通信リンク（６）を介して前記少な
くとも一つの通信装置（４）と通信するために、及び無線第二通信リンク（７）を介して
前記少なくとも一つの受信装置（８ａ）と通信するために配置されることを特徴とする、
電動家具駆動部（１０）。
【請求項６】
　前記無線第一通信リンク（６）は、異なる周波数、変調方式、コマンドセット及び／又
は通信プロトコールの形態で、前記無線第二通信リンク（７）と異なるように配置される
ことを特徴とする、請求項５に記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項７】
　前記無線第一通信リンク（６）は、ブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ及び／又は無線ＬＡ
Ｎ通信リンクとして配置され、前記無線第二通信リンク（７）は、前記電動家具ドライブ
（３）を制御するための標準的な赤外線通信リンクであることを特徴とする、請求項６に
記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項８】
　前記無線第一通信リンク（６）及び無線第二通信リンク（７）は、双方向の通信リンク
であることを特徴とする、請求項５～７の何れかに記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）には、前記少なくとも一つの通信装置（４）
との通信用の第一通信ユニット（１４）と、前記少なくとも一つの受信装置（８ａ）との
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通信用の第二通信ユニット（１６）と、が配置されていることを特徴とする、請求項１～
８の何れかに記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項１０】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）には、前記通信装置（４）と前記電動家具ド
ライブ（３）の前記少なくとも一つの受信装置（８ａ）との間の通信を生成することによ
って、前記電動家具ドライブ（３）の前記少なくとも一つの受信装置（８ａ）に前記通信
装置（４）を適応するための適応ユニット（１５）が配置されていることを特徴とする、
請求項９に記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）は、自動的に及び／又は予め調節可能に、前
記通信装置（４）を認識することを特徴とする、請求項６又は７に記載の電動家具駆動部
（１０）。
【請求項１２】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）は、電源接続（５ｂ）を有する別のハウジン
グ（５ａ）内のプラグ着脱可能な装置として配置されていることを特徴とする、請求項１
～１１の何れかに記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項１３】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）は、別のハウジング（５ａ）内に配置される
とともに、低電圧用の少なくとも一つの電源接続（５ｃ）及び／又はバッテリ又は充電可
能なバッテリとして別の電源ユニット（５ｄ）を備えることを特徴とする、請求項１～１
１の何れかに記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項１４】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）は、別のハウジング（５ａ）内に配置される
とともに、データメモリ等付加的な装置及び／又は携帯電話の充電可能なバッテリ又は充
電されるマルチメディア装置の電源のための少なくとも一つの接続を備えることを特徴と
する、請求項１３に記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項１５】
　前記電動家具駆動部（１０）は、付加的な標準無線遠隔制御ユニット（１１）をさらに
備えることを特徴とする、請求項１～４又は９～１４の何れかに記載の電動家具駆動部（
１０）。
【請求項１６】
　前記電動家具駆動部（１０）は、付加的な標準赤外線遠隔制御ユニットをさらに備える
ことを特徴とする、請求項５～１４の何れかに記載の電動家具駆動部（１０）。
【請求項１７】
　前記少なくとも一つの通信適応装置（５）は、その伝送特性を送るための少なくとも一
つの信号装置を備えることを特徴とする、請求項１～１６の何れかに記載の電動家具駆動
部（１０）。
【請求項１８】
　少なくとも一つの家具（１）と、請求項１～１７の何れかに記載の電動家具駆動部（１
０）と、を備えるアセンブリ（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動家具駆動部及び家具内のそのような電動家具駆動部のアセンブリに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　電動家具駆動部は、家具用の多数の異なる配置において知られている。この家具は，ま
た、ベッド、ＴＶ椅子、テーブル等の調整可能な家具として知られている。そのような電
動家具駆動部の作動は、手動スイッチとしても知られ、有線又は無線（赤外線波、無線波
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、超音波）で配置される、手動制御装置によって生じる。例えば、無線の家具駆動部の場
合、２．４ＧＨｚ（ギガヘルツ）、８６８ＭＨｚ（メガヘルツ）、４３３ＭＨｚ（メガヘ
ルツ）等の範囲の周波数を有する標準的な無線通信リンクが、知られている。有線の手動
操作ユニットの代わりに、受信機は、特に追加導入（ｒｅｔｒｏｆｉｔｔｉｎｇ）の場合
、家具駆動部又は該家具駆動部の制御装置に接続されることができる。家具駆動部内に挿
入することによって接続される受信機は有線の手動スイッチのように機能し、無線で操作
されるとともに、その開閉接点が家具駆動部又は制御装置のプラグイン接続で接続される
手動スイッチのような信号スイッチ（トランジスタスイッチ又はリレースイッチ）を含む
。この場合、また、受信機構成の選択の結果として、ブルートゥース、無線ＬＡＮ等の他
のタイプの無線伝送を使用することが可能であり、携帯電話、パソコン等が、また、制御
装置として使用されることができる。
【０００３】
　他の場合において、受信機は家具駆動部内に配置されており、該家具駆動部又はその制
御装置は、有線の手動制御装置をもはや備えず、標準的な無線の携帯送信機を用いて操作
するのみである。
【０００４】
　近年の携帯電話及びマルチメディア機器を使用する可能性の増加に応じて、改良された
操作制御機能を提供する家具駆動部に対する要求がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、改良された電動家具駆動部を提供することが、本発明の目的である。
【０００６】
　家具に各駆動部を有するアセンブリを提供することが、本発明のさらなる目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的は、請求項１の特徴を有する電動家具駆動部及び請求項１８の特徴を有するア
センブリによって達成される。
【０００８】
　電動家具駆動部は、通信装置と通信を生成する通信適応装置と、従来の標準的な無線通
信リンクを有する電動家具ドライブの受信装置と、を備える。
【０００９】
　このことは、標準的な無線遠隔制御を有する簡素かつ従来の家具ドライブが、異なる無
線遠隔制御を有する通信適応装置、特に、例えば、携帯電話等の通信装置によって、汎用
的に操作されることができるという利点を提供する。
【００１０】
　電動家具駆動部は、少なくとも一つの電動家具ドライブと、無線電波通信のための受信
装置を有する少なくとも一つのドライブ制御装置と、電動家具ドライブを操作するための
少なくとも一つの通信装置と、を備える。少なくとも一つの通信適応装置が提供され、少
なくとも一つの無線第一通信リンクを介して少なくとも一つの通信装置と通信するために
、及び無線第二通信リンクを介して少なくとも一つの受信装置と通信するために配置され
る。
【００１１】
　それによって、電動家具ドライブは、スマートフォン、携帯電話、ラップトップ等を介
して動作制御のための個々の異なる受信モジュールを備えるか追加導入される必要がなく
、代わりに、通信適応装置によってのみ作動するための汎用性のある改良された可能性が
提供されることが有利に保証される。
【００１２】
　有線の付加的な受信アダプタとの接続のない一体化された受信装置を有する家具ドライ
ブは、また、ドライブ自身に介入のない操作ための柔軟な可能性を提供するために追加導
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入されることができるといった、さらなる利点がある。
【００１３】
　そのようなアダプタのためのさらなるコストは、回避されることができる。家具ドライ
ブを変更することによる追加導入コストは、また、回避されることができる。追加導入は
、家具ドライブを変更することなく何時でも可能である。
【００１４】
　オペレータ制御ユニットのさらなる特徴及び利点は、関連する従属請求項の主題である
。
【００１５】
　無線第一通信リンクは、無線第二通信リンクと異なって配置される。その結果、第一通
信リンクは、ブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ（ジグビー）及び／又は無線ＬＡＮ通信リン
クとして配置されることができ、第二通信リンクは、標準的な無線通信リンクである。
【００１６】
　他のタイプの無線通信が可能であることが理解できる。無線インターフェイスを有する
任意の家具ドライブが使用されることができる。
【００１７】
　第二通信リンクは、標準的な無線通信リンクとして配置されることができるが、ブルー
トゥース、ＺｉｇＢｅｅ（ジグビー）及び／又は無線ＬＡＮ通信リンクとして配置されな
い。
【００１８】
　第二通信リンクとして配置される標準的な無線通信リンクは、家具ドライブの生成にお
いて提供されるとともに、家具ドライブ用の手動の無線送信器を用いた操作において伝送
されるそのような無線信号を含む。標準的な無線通信リンクは、家具ドライブ用に特別に
開発された無線通信リンクであり、最少数のコマンドを有する最も簡素な態様で配置され
、これらの家具ドライブが見つけられる低価格セクタ（ｌｏｗ‐ｐｒｉｃｅ　ｓｅｃｔｏ
ｒ）は、標準的な無線通信リンクの簡素さに関連して決定する。
【００１９】
　さらなる実施形態において、第一通信リンク及び第二通信リンクは、双方向の無線通信
リンクである。それによって、通信適応装置は、また、家具ドライブのデータ（例えば、
摩損、作動時間、過負荷等に関するデータ、又は家具ドライブによって又は家具ドライブ
を用いて操作されるランプ、マッサージ、加熱装置等の切替状態に関する状態及び情報の
フィードバック）を、表示用通信装置及びさらにより高レベルの評価ユニットに伝送する
ことができる。
【００２０】
　代替の電動家具駆動部は、少なくとも一つの電動家具ドライブと、無線赤外線通信のた
めの受信装置を有する少なくとも一つのドライブ制御装置と、家具ドライブを操作するた
めの少なくとも一つの通信装置を、を備える。電動家具駆動部は、さらに、無線の第一通
信リンクを介して少なくとも一つの通信装置と通信するために及び無線の第二通信リンク
を介して少なくとも一つの受信装置と通信するために配置される、少なくとも一つの通信
適応装置を備える。
【００２１】
　この代替の実施形態によって、通信適応装置による無線赤外線制御を有する電動ドライ
ブは、また、通信装置によって操作されることができる点で、本発明の適応の範囲を有利
に広げることが可能となる。
【００２２】
　一実施形態において、無線第一通信リンクは、異なる周波数、変調方式、コマンドセッ
ト及び／又は通信プロトコールの形態で、無線第二通信リンクと異なる。これによって、
さらに、適応の範囲が増加する。
【００２３】
　第一通信リンクがブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ（ジグビー）及び／又は無線ＬＡＮ通
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信リンクとして配置される場合、この利点は、さらにもっと改良され、第二通信リンクは
、家具ドライブを制御するための標準的な赤外線通信リンクであり得る。
【００２４】
　或いは、初めに記載された標準的な無線通信リンクが第一通信リンクのために設けられ
ている場合、第二通信リンクは、ブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ（ジグビー）及び／又は
無線ＬＡＮ通信リンクとして配置されることができる。これにより、家具ドライブの受信
装置がブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ（ジグビー）及び／又は無線ＬＡＮ通信リンクの信
号を受信するためにのみ設けられている場合、公知の標準化された無線遠隔制御ユニット
は、電動家具ドライブを制御するために使用されることができるので、通信適応装置の適
応の範囲は、有利に増加する。
【００２５】
　或いは、第一通信リンク及び第二通信リンクは、ブルートゥース、ＺｉｇＢｅｅ（ジグ
ビー）標準的な無線信号及び／又は無線ＬＡＮ信号等の同様の信号を含むことができ、異
なる無線信号の周波数及び／又は信号及び／又は通信プロトコールにおける適応が提供さ
れることができるため、通信適応装置の適応の範囲を有利に増加させる。
【００２６】
　さらなる実施形態において、第一通信リンク及び第二通信リンクは、双方向の通信リン
クであることが提供される。これにより、異なるコマンドの実行の制御が簡素化されるよ
うに確認が可能であるため、通信装置を用いた操作が、特に便利となる。
【００２７】
　さらに他の実施形態において、少なくとも一つの通信適応装置には、少なくとも一つの
通信装置との通信用の第一通信ユニットと、少なくとも一つの受信装置との通信用の第二
通信ユニットと、が配置されている。これにより、異なる通信リンクとの簡素な接続が可
能となる。
【００２８】
　さらに、少なくとも一つの通信適応装置には、通信装置と電動家具ドライブの少なくと
も一つの受信装置との間の通信を生成することによって、電動家具ドライブの少なくとも
一つの受信装置に通信装置を適応するための適応ユニットが配置されている。
【００２９】
　また、幾つかの家具ドライブは、一つの通信適応装置のみ及び／又は一つの通信装置の
みによって動作させることが可能である。
【００３０】
　この場合、伝送信周波数、コマンドワード、データ記録、通信速度等における差異は、
適応として考慮される。
【００３１】
　他の実施形態において、少なくとも一つの通信適応装置は、それが、通信装置を自動的
に認識するように及び／又はプリセットされ得るように配置される。自動認識は、通信適
応装置の記憶装置内に収納される個々のデータによって生じることができる。伝送のタイ
プ或いは通信適応装置への家具ドライブの通信装置又は受信装置の無線のタイプに関する
プリセットは、制御スイッチによって簡単な手動作で行われ得る。
【００３２】
　さらに他の実施形態において、少なくとも一つの通信適応装置は、電源接続を有する別
のハウジング内のプラグ着脱可能な装置として配置されている。その結果、他の無線規格
が使用される場合、通信適応装置は、交換可能である。家具ドライブ内への介入は必要が
ない。プラグ着脱可能な通信適応装置は、アップデートのために迅速かつ容易にアクセス
されることができる。一実施形態において、アップデートは、第一通信リンクを介して行
われる。他の実施形態において、アップデートは、第二通信リンクを介して行われる。さ
らなる実施形態において、通信適応装置は、プラグコンタクトを有するプラグコネクタを
備え、通信適応装置は、導電性に又は無線でプログラミング装置に接続されることができ
る。プログラミング装置は、ＰＣとして又はラップトップとして、或いは、ＵＳＢスティ
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ック又はフラッシュカード等のメモリーモジュールとして、配置されることができる。
【００３３】
　代替の実施形態において、少なくとも一つの通信適応装置は、別のハウジング内に配置
されるとともに、低電圧用の少なくとも一つの電源接続及び／又はバッテリ又は充電可能
なバッテリとして或いは光電池として別の電源ユニットを備える。これにより、電源から
独立した操作が可能である。
【００３４】
　さらに他の実施形態において、少なくとも一つの通信適応装置は、別のハウジング内に
配置されるとともに、付加的な装置の電源のための少なくとも一つの接続を備える。その
ような付加的な装置は、家具ドライブによって伝送されるデータが格納されるデータ記憶
装置であり得る。
【００３５】
　さらなる実施形態において、電動家具駆動部は、付加的な標準無線遠隔制御ユニットを
さらに備えることが可能である。そのため、通信装置が、例えば、電話等の他の目的のた
めに使用される場合、操作が実行され得る。
【００３６】
　電動家具駆動部が、付加的な標準赤外線遠隔制御ユニットをさらに備える場合、この利
点は、また、代替の実施形態において提供されることができる。
【００３７】
　さらに他の実施形態において、少なくとも一つの通信適応装置は、その伝送特性を送る
ための少なくとも一つの信号装置を備えることが提供される。そのため、例えば、範囲が
もはや維持されない場合、新規設置又は位置の変更の間、迅速に認識されることができる
。そのような範囲の誤差は遅延なく送られるため、この場合、状況の迅速な改善が生じ得
る。
【００３８】
　アセンブリは、少なくとも一つの家具及び前述の電動家具駆動部を備える。
【００３９】
　従って、本発明は、電動家具駆動部に、ある種の「変換器」又は「トランスレータ」と
して、通信装置（ブルートゥース、無線ＬＡＮ）と、標準無線家具ドライブのみならずＲ
Ｃ５プロトコール等を有する標準赤外線家具ドライブとの間に通信適応を生成する通信適
応装置を提供する。
【発明の効果】
【００４０】
　以下の効果が提供される。
【００４１】
　無線インターフェイス又は赤外線コントロールを有する全ての単一ドライブは、通信適
応装置に適合する。
【００４２】
　通信適応装置は、手動の無線トランスミッタ又は手動の赤外線トランスミッタをシミュ
レート又は形成するため、特別なファームウェア又はソフトウェアレベルのドライブ又は
制御ユニットは必要がない。
【００４３】
　通信適応装置は、その別個の電源ユニットを有しているため、ドライブ又は制御ユニッ
トは、通信適応装置に電力を供給する必要がない。ドライブ内の電力の供給は、付加的に
増加される必要がないため、このことは、最近のブルートゥース及び無線ＬＡＮ要素の高
い電力消費に関して主要な利点である、
【００４４】
　通信適応装置は、関連する家具の外側に位置決めされることができるため、例えば、無
線ＬＡＮ構成のために容易にアクセス可能であり、通信適応装置は容易に交換されること
ができるとともに、容易に後付けされることができる。
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【００４５】
　例えば、無線ネットワークにおける将来の無線規格への適応の目的で、通信適応装置は
、家具ドライブ又は複数の家具ドライブ内に全く介入する必要なく、容易に交換されるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に係る家具駆動部及び家具の一例を有するアセンブリの一実施形態の概略
斜視図を示す。
【図２】本発明に係る家具駆動部の一実施形態の概略斜視図を示す。
【図３】通信適応装置の変形例の概略斜視図を示す。
【図４】通信適応装置の概略ブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　本発明について、図面に示す実施形態を参照して、詳細に説明する。
【００４８】
　同じ又は同様の機能ユニットについては、同じ参照符号を付して図面に示す。
【００４９】
　図１は、本発明に係る家具駆動部１０及び家具１の一例を有するアセンブリ１００の一
実施形態の概略斜視図を示す。
【００５０】
　アセンブリ１００は、家具駆動部１０を有する家具１を備える。家具１は、本実施形態
において、薄板フレーム２を有するベッドであり、より詳細に図示しないマットレスが配
置されている。この場合、薄板フレーム２は、調節可能なヘッド部２ａと、調節可能な足
／脚部２ｂと、を備える。電動家具ドライブ３は、薄板フレーム２の下方に取り付けられ
ており、薄板フレーム２の調節可能な部材と協働する。図１は、電動家具ドライブ３によ
って調節されるヘッド部２ａを示す。本実施形態において、電動家具ドライブ３は、所謂
ダブルドライブとして配置されている。異なる数の個々のドライブが、また、電動家具ド
ライブ３として使用されることができ、ダブルドライブと組み合わせて使用されることが
できる。
【００５１】
　電動家具ドライブ３について、以下に詳細に説明する。電動家具ドライブ３は、接続線
３ａ及び接続プラグ３ｂによって、詳細に図示しない差込口（ｏｕｔｌｅｔ）を介して電
力供給ネットワークに接続されている。
【００５２】
　家具駆動部１０は、電動家具ドライブ３と、通信装置４と、通信適応装置５と、を備え
る。
【００５３】
　ナイトテーブルは、詳細に図示しないがベッドに隣接して配置され、その上に、通信装
置４が、図１に示す電動家具ドライブ３を操作するために置かれている。通信装置４は、
例えば、携帯電話、所謂スマートフォン、パーソナルコンピュータ、ラップトップ又は操
作特性を有する任意の他のマルチメディア機器である。
【００５４】
　通信装置４は、無線伝送によって、無線通信リンクを介して電動家具ドライブ３と、通
信適応装置５を介して通信する。この場合、通信適応装置５は、電力供給ネットワークか
ら電力を供給され、さらなる電源出力に挿入されている。
【００５５】
　通信適応装置５は、ブルートゥース、無線ＬＡＮ、無線通信、ＺｉｇＢｅｅ（ジグビー
）、個々の通信プロトコールを有する無線機等を介する通信装置４の態様で、通信装置４
と通信する。さらに、通信適応装置５は、制御ユニットの態様で及び家具ドライブのため
の標準手動無線スイッチの態様で、電動家具ドライブ３の制御ユニットと通信する。これ
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により、通信適応装置５は、それが、通信装置４によって制御可能なように、電動家具ド
ライブ３の制御ユニットに、通信装置４の制御信号を通信することが可能である。換言す
れば、通信適応装置５は、通信適応装置５の「言語」から電動家具ドライブ３の制御ユニ
ットの「言語」に、通信適応装置５の信号を翻訳する。これにより、通信適応装置５によ
ってできるだけ簡単な態様で進歩性に係る装置が提供され、その結果、多数の異なる通信
装置４が、制御技術によって従来の家具ドライブ３に接続されることができる。
【００５６】
　これについて、図２を参照して以下に詳細に説明する。
【００５７】
　図２は、本発明に係る家具駆動部１０の一実施形態の概略斜視図を示す。
【００５８】
　家具ドライブ３は、従来のダブルドライブとして配置され、受信装置８ａを有するドラ
イブ制御装置８を備える。受信装置８ａは、関連する無線遠隔制御ユニット１１を用いて
、双方向の無線通信リンクを介して従来の無線伝送用に構成されている。該無線遠隔制御
ユニット１１は、本実施形態における家具駆動部１０の構成要素ではなく、説明の理由の
ためにのみ示している。無線通信リンク９の双方向性を、反対方向に対向する二つの矢印
によって示す。
【００５９】
　家具駆動部１０は、通信装置４を使用するための通信適応装置５を備える。
【００６０】
　本実施形態において、通信適応装置５は、無線通信によって通信装置４を自動的に認識
する。この目的のために、通信適応装置５は、通信装置４によって予め決定される無線伝
送の態様で無線の双方向第一通信リンク６を介して通信装置４と通信する。これにより、
ブルートゥースタイプの通信が、例えば、携帯電話に設置されることができる。
【００６１】
　通信装置４を認識した後、通信適応装置５は、電動家具ドライブ３を制御するための通
信装置４の無線信号を受信する準備ができている。これらの制御信号は、ヘッド部２ａを
上方へ移動させるために、図１における家具１の薄板フレーム２のヘッド部２ａに対する
電動家具ドライブ３の駆動モータのための活性化及び不活性化信号であり得る。
【００６２】
　これにより受信される信号は、従来の無線通信リンク９の無線伝送の態様で、通信適応
装置５によって「翻訳」され、無線で双方向第二通信リンク７によって、電動家具ドライ
ブ３の受信装置８ａに伝送される。
【００６３】
　これにより通信適応装置５によって「翻訳」された通信装置４の信号は、受信装置８ａ
によって受信され、個々の所望のドライブの調整のための電動家具ドライブ３のドライブ
制御装置８に対する制御信号として伝えられる。
【００６４】
　本実施形態において、通信適応装置５は、電源接続５ｂを有するハウジング５ａを備え
る。電源接続５ｂは、全国的な（ｎａｔｉｏｎａｌ）電源プラグとして配置され、例えば
、ハウジング５ａと一体的に形成される。一変形例において、電源接続５ｂは、また、個
々の全国的なプラグ構成に対応する挿入部分又は交換可能な挿入部分であり得る。これに
より、通信適応装置５は、電源出力に直接挿入されることができ、関連する機能ユニット
の操作のための通信適応装置５において必要な電源から電力が供給される。これらの機能
ユニットについて、以下に詳細に説明する。
【００６５】
　図３は、通信適応装置５の変形例の概略斜視図を示す。
【００６６】
　本変形例において、通信適応装置５は、電源接続５ｂを有さないハウジング５ａを備え
る。代わりに、通信適応装置５は、例えば、ＵＳＢコネクタ等の低電圧用の電源接続５ｃ
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を備える。通信適応装置５は、例えば、通信装置４からの、別個の電源ユニットからの又
は電動家具ドライブ３からの（それが、個々の接続を備える限りにおいて）電源を用いて
、例えば、ＵＳＢケーブルを通る電源接続５ｃを介して操作され得る。
【００６７】
　通信適応装置５は、ハウジング５ａ内の各要素内に収容されるバッテリ又は充電可能な
バッテリを提供する個々の電源ユニット５ｄを有することがさらに可能である。
【００６８】
　図３に係る変形例は、さらに、電位選択スイッチ５ｅを示し、通信のタイプは、自動選
択の代わりに第一通信リンク６に対して選択されることができる。
【００６９】
　最後に、図４は、通信適応装置５の概略ブロック図を示す。
【００７０】
　通信適応装置５は、供給ユニット１２と、制御ユニット１３と、第一通信ユニット１４
と、適応ユニット１５と、第二通信ユニット１６と、選択ユニット１８と、格納ユニット
１７と、を備える。
【００７１】
　供給ユニット１２は、電源電圧（電源接続５ｂ）から、又は、それ自身の電源ユニット
５ｄから、通信適応装置５の機能ユニットに対して供給電圧を提供する。
【００７２】
　制御ユニット１３は、それが接続される第一通信ユニット１４と、適応ユニット１５と
、第二通信ユニット１６と、選択ユニット１８と、格納ユニット１７と、を制御するため
に使用される。
【００７３】
　第一通信ユニット１４は、双方向第一通信リンク６を介して通信装置４と通信する。通
信装置４は、自動的に、或いは電位選択スイッチ５ｅによって調節可能な選択ユニット１
８によって認識される。双方向第一通信リンク６は、通信装置４から第一通信ユニット１
４へ信号を伝送するために、及び第一通信ユニット１４から通信装置４へ信号を伝送する
ために使用される。
【００７４】
　通信装置４によって伝送された信号の「翻訳」は、適応ユニット１５によって生じ、信
号は、第一通信ユニット１４から適応ユニット１５に送られる。
【００７５】
　適応ユニット１５は、信号を生成し、信号は、そこから第二通信ユニット１６を介して
電動家具ドライブ３の受信装置８ａに伝送される。この場合、通信は、また、第二通信リ
ンク７と受信装置８ａとの間で、第二通信リンク７を介して双方向で生じる。
【００７６】
　この場合、格納ユニット１７は、制御ユニット１３に接続されている。例えば、通信適
応装置５の操作のためのプログラムデータは、格納ユニット１７内に格納される。さらに
、格納ユニット１７は、適応ユニット１５によって「翻訳」（すなわち、適応）のために
要求される、並びに、通信ユニット１４及び１６のために通信相手（通信装置４及び受信
装置８ａ）を認識するために要求されるデータを含む。格納ユニット１７は、また、一時
データ又は他のデータを格納するために使用されることができる。
【００７７】
　通信適応装置５は、通信装置４（例えば、通信タイプブルートゥース又は無線ＬＡＮ）
と、電動家具ドライブ３の標準無線受信装置８ａとの間の適応を示す。
【００７８】
　本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、添付の特許請求の範囲の範囲内
で改変されることができる。
【００７９】
　その結果、通信適応装置５は、また、メモリ等のさらなる付加的な装置の接続のため又
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はスマートフォン等を充電するための付加的な接続（例えば、ＵＳＢ）を備えることがで
きる。
【００８０】
　例えば、通信適応装置５は、所謂、電源絶縁スイッチを備え、それを介して、電動家具
ドライブ３の電源は、活性化及び不活性化され得ることが考えられる。電動家具ドライブ
３の接続線３ａは、電源絶縁スイッチに直接、又は通信適応装置５内に設けられるととも
に電源絶縁スイッチによって切り替えられる電源出力内の接続プラグ３ｂに接続されるこ
とができる。一実施形態において、この電源出力の電源電圧は、制御リレースイッチ等の
制御スイッチによって切り替えられることができ、電源絶縁スイッチの部分である。電動
家具ドライブ３を使用しない間、制御リレースイッチの少なくとも一つの開閉接点は開放
され、その結果、電動家具ドライブ３の供給電圧は、使用しない間、供給されない。制御
ユニット１３は、第一通信リンク６及び／又は第二通信リンク７に、通信装置４又は無線
遠隔制御ユニット１１の無線指令信号が供給された時のみ、制御スイッチ又は制御リレー
スイッチを活性化するための切替指令を生成する。
【００８１】
　さらに、通信適応装置５は、該通信適応装置５の電源接続５ｂと、直接又は切り替え可
能に（例えば、通信装置４によって切り替え可能に）接続される電源出力を備えることが
できる。
【００８２】
　そのような付加的な電源出力は、例えば、別のスイッチによって及び／又は通信装置４
を介して切り替え可能なナイトテーブルランプのために使用されることができる。
【００８３】
　さらに、通信適応装置５には、ＬＥＤ等の白熱光が設けられることができ、該通信適応
装置５上で直接に、（電動家具ドライブ３内に設けられたさらなる白熱光を活性化／不活
性化するために）通信装置４によって間接的に、第一通信リンク６、第二通信リンク７を
介して電動家具ドライブ３へ向かう信号経路を用いて及び第二通信リンク７を介して通信
適応装置５内の白熱光に戻る信号経路を用いて、或いは、第一通信リンク６を介して通信
適応装置５の白熱光へ向かう信号経路を用いて、切り替え可能である。
【００８４】
　さらに、通信適応装置５は、白熱光及び／又は電源出力又は他の機能を切り替えるため
の動作感知装置を備えることができる。さらに、光センサは、白熱光の制御回路に指定さ
れることができる。
【００８５】
　他の実施形態において、通信適応装置５のハウジング５ａは、複数の出力ストリップと
して設けられることが考えられ得る。
【００８６】
　ドライブ制御装置８及び／又は受信装置８ａは、また、別の装置又は別の複数の装置と
して設けられることができる。
【００８７】
　電動家具ドライブ３のデータ（例えば、過負荷、起動期間等）は、また、通信適応装置
５によって、双方向通信リンク６，７により通信装置４に伝送されることができる。また
、これらのデータは、通信装置４によって、視覚的に、聴覚的に又は触覚的に報告される
ことが可能である。
【００８８】
　さらに、このようにして通信装置４によって伝送されたデータは、例えば、モニタリン
グ、評価等のためのより高レベルの位置まで、他の通信リンク（例えば、無線ＬＡＮ，デ
ジタルネットワーク等）に送られることができる。
【００８９】
　さらに、通信適応装置５の他の双方向通信リンク６，７への適応のための簡単な手順が
提供され、通信リンクは、通信適応装置５の生成時にはまだ存在しない。通信適応装置５
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がデータ接続を備えている場合、プログラミング適応（ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ａｄａ
ｐｔａｔｉｏｎ）の手順は、有線におけるデータ接続を介して生じる。このことは、双方
向通信リンク６，７の一つを介して、最も簡単に生じる。押しボタンは、代替物として提
供されることができ、該押しボタンの作動に基づく公知の態様で初期化が生じる。
【００９０】
　付加的な電源出力は、また、電動家具ドライブ３又は通信装置４によって、切り替え可
能に及び／又は調光可能に（ｄｉｍｍａｂｌｅ）設けられることができる。付加的な電源
出力の各負荷開閉器（例えば、リレー、半導体、電子調光器）は、直列に接続されること
ができる。
【００９１】
　通信適応装置５がプラグ着脱可能な装置として、既に存在する電源出力内に挿入される
場合、電源電圧を連続的に印加するこのような電源出力又はさらなる付加的な電源出力が
提供されることは、明らかに可能であり、付加的な電源出力は、通信適応装置５によって
使用される電源出力のための代替品として使用される。
【００９２】
　接続は、さらに、通信適応装置５上に提供されることができ、接続は、さらなるプラグ
イン接続及び／又は電源出力及び／又は消費者（ｃｏｎｓｕｍｅｒｓ）のための切替信号
を伝送する。通信適応装置５は、さらなる制御ユニット（例えば、制御ボックス）のプラ
グイン接続に（ケーブルを介して又はさらなる制御ユニットが通信適応装置５内に差し込
まれることができる点で直接に）、接続可能な少なくとも一つのプラグイン接続を備える
。
【００９３】
　さらなる付加的な装置の接続のための付加的な接続は、そのようなものとして、又は、
電圧出力としてのさらなる接続として設けられることができ、それを介して、小型装置に
は、低電圧が供給されることができる。そのような供給は、例えば、各小型装置の充電可
能なバッテリを充電するために使用されることができる。例えば、付加的な接続は、ＵＳ
Ｂ接続として設けられることができる。小型装置は、例えば、携帯電話（スマートフォン
等）及び／又はメディア用再生装置（例えば、ＭＰ３プレイヤ）であり得る。
【００９４】
　電源接続５ｃは、例えば、付加的な接続として設けられることができる。さらに、電源
接続５ｃは、また、切り替え可能に設けられることは明らかである。
【００９５】
　通信適応装置５は、また、プラグイン部分としての配置に代えて、電話等を充電するた
めの充電台のハウジング内に設けられるか配置されることができる。さらに、また、通信
適応装置５は、時計（目覚まし時計、無線目覚まし時計）のハウジング又はテーブルラン
プ（或いは、その反対）に一体的に設けられることが可能である。このことは、通信適応
装置５が、ベッドに隣接するナイトテーブル上等の電動家具ドライブ３を有する家具１の
隣に又は隣接して通常配置されるそのようなハウジング内に導入されることを意味する。
【００９６】
　さらに、第二通信リンク７は、赤外線通信リンク等の光通信リンクであることが可能で
ある。この場合、電動家具ドライブ３の受信装置８ａは、赤外線通信リンクを介して（図
示しないが、図２に示す無線通信リンク９と同一である）、赤外線遠隔制御ユニット（図
示しないが、図２に示す無線遠隔制御ユニット１１と同一である）の光通信信号を受信す
るために設けられている。この場合、通信適応装置５の第二通信ユニット１６は、光信号
（この場合、赤外線信号）の伝送に従って（及びまた、双方向に受信するために）、電動
家具ドライブ３の光受信装置８ａと通信するために設けられている。この過程において、
通信装置４の信号は、通常の赤外線通信リンクの赤外線通信の態様で、通信適応装置５に
よって「翻訳」され、無線の光赤外線通信リンクとして配置される双方向第二通信リンク
７によって、電動家具ドライブ３の光受信装置８ａに伝送される。換言すれば、第二通信
リンク７は、この場合通常の赤外線通信リンクの特性を有する。通信適応装置５によって
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このように「翻訳」される通信装置４の信号は、受信装置８ａによって受信され、所望の
ドライブの個々の調節のために電動家具ドライブ３のドライブ制御装置８に制御信号とし
て送られる。
【００９７】
　第一通信リンク６及び第二通信リンク７が周波数で操作される場合、第一通信リンク６
及び第二通信リンク７は共に、一つのアンテナ配置によって操作されることができる。或
いは、各通信リンクは、それ自身のアンテナ及びそれ自身の送信機を備え、各「送信波」
、例えば、２．４ＧＨｚのアンテナ又は所謂Ｆ‐アンテナ（ともに無線通信用）、或いは
、光通信（赤外線送信／受信要素）用の適切な送信及び受信要素のために配置される。
【００９８】
　さらに、一実施形態において、全ての伝送可能性（無線、光学）が通信適応装置５内に
設けられ、それぞれ調整可能である（自動的にも調整可能である）ことが考えられ得る。
【００９９】
　格納ユニット１７は、また、一時データ及び他のデータを格納するために使用され、ま
た、中間格納ユニットとして配置されることができる。通信装置４によって第一通信リン
ク６を介して通信適応装置５に送られる制御コマンドは、この目的のために設けられる格
納ユニット１７内の中間に及び／又は格納ユニット１７の部分に格納されることができる
。中間保存されたコマンドを処理／翻訳した後、このように処理／翻訳されたコマンドは
、さらなる格納ユニット内に中間保存されることができ、そこから、コマンドは、第二通
信ユニット１６によって読み出され、第二通信リンク７を介して伝送される。
【０１００】
　格納ユニット１７は、また、例えばＥＥＰＲＯＭ等の読み取り専用メモリを備えること
ができる。通信装置４及び対象物（電動家具ドライブ３、ドライブ制御装置８、操作ユニ
ット、制御ユニット１３等）のアドレス及び／又は周波数は、適切な態様でコマンドを処
理するためにそこに格納される。
【０１０１】
　さらに、信号伝送特性（例えば、送信機／受信機を用いた通信）のために通信適応装置
５内に一つ又は幾つかの信号装置（光学式、聴覚式又は組合せ）を提供することが可能で
あり、操作者の視覚領域及び／又は聴覚範囲内に配置される。一つ又は二つのＬＥＤ等の
そのような信号装置は、通信適応装置５が通信装置４及び／又は電動家具ドライブ３と通
信し、データを受信及び送信していることを、使用者に知らせる。そのような通知は、彼
又は彼女が各通信装置４とともに通信適応装置５の範囲内にいることを、操作者に知らせ
るのみならず、通信適応装置５は、また、電動家具ドライブ３と通信していることを知ら
せる。後者が当てはまらない場合、操作者は、（例えば、取り付けの間又は通信適応装置
５及び電動家具ドライブ３の位置における変更後）介入するとともに、機能的な通信のた
めに通信適応装置５と電動家具ドライブ３との間の距離を調節することができる。このこ
とは、また、例えば、赤外線通信路の場合に有利であり得る。信号装置は、また、明滅信
号、持続光及び／又は光の色によって異なる通知を示す二色ＬＥＤであり得る。
【符号の説明】
【０１０２】
　１　家具
　２　薄板フレーム
　２ａ　ヘッド部
　２ｂ　足／脚部
　３　家具ドライブ
　３ａ　接続線
　３ｂ　接続プラグ
　４　通信装置
　５　通信適応装置
　５ａ　ハウジング
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　５ｂ　電源接続
　５ｃ　電源接続
　５ｄ　電源ユニット
　５ｅ　選択スイッチ
　６　第一通信リンク
　７　第二通信リンク
　８　ドライブ制御装置
　８ａ　受信装置
　９　無線通信リンク
　１０　家具駆動部
　１１　無線遠隔制御ユニット
　１２　供給ユニット
　１３　制御ユニット
　１４　第一通信ユニット
　１５　適応ユニット
　１６　第二通信ユニット
　１７　格納ユニット
　１８　選択ユニット
　１００　アセンブリ

【図１】 【図２】

【図３】
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